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地
域
力
が
創
る

安
心
安
全
な
活
力
あ
る
秦
野

業
と
市
単
独
事
業
で
、
県
内
16
市
に
お

け
る
３
年
間
の
状
況
を
調
べ
る
と
、
本

市
の
補
助
事
業
の
比
率
が
低
い
が
、
今

後
、
補
助
事
業
の
比
率
を
高
く
す
る
た

め
の
取
り
組
み
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
国
、
県
の
動
向
に
十
分
注
意
を
払

い
な
が
ら
、
補
助
要
件
を
満
た
す
た
め

の
計
画
の
見
直
し
な
ど
、
庁
内
で
知
恵

を
出
し
合
い
、
一
丸
と
な
っ
て
歳
入
確

保
に
努
め
る
。

三
　
水
無
川
右
岸
線
等
に
つ
い
て

問　
中
央
運
動
公
園
近
く
の
水
無
川
右

岸
線
は
塚
原
橋
と
水
無
瀬
橋
の
一
部
の

区
間
が
未
開
通
と
な
っ
て
い
る
。
全
線

開
通
す
る
と
、
地
域
住
民
の
利
便
性
も

計
画
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
、
労
働

の
生
産
性
向
上
、
経
営
の
法
人
化
、
６

次
産
業
化
な
ど
を
盛
り
込
ん
で
ほ
し
い
。

二
　
南
地
区
の
臭
気
問
題
に
つ
い
て

問　
①
平
成
27
年
第
１
回
定
例
会
で
提

言
し
た
、
落
ち
葉
な
ど
を
活
用
し
た
発

酵
促
進
の
実
証
実
験
は
、
②
公
共
施
設

の
落
ち
葉
処
理
経
費
は
、
ど
の
よ
う
か
。

答　
①
年
間
に
使
用
す
る
だ
け
の
量
を

確
保
す
る
こ
と
が
困
難
な
ど
の
理
由
か

ら
、
実
施
す
る
予
定
は
な
い
。
②
中
央

運
動
公
園
の
27
年
度
予
算
で
は
、
焼
却

費
を
除
き
約
５
０
０
万
円
で
あ
る
。

要
望　
か
つ
て
、
本
市
の
た
ば
こ
栽
培

に
お
い
て
、
た
ば
こ
の
苗
床
で
落
ち
葉

な
ど
に
よ
り
発
酵
を
促
進
し
て
き
た
こ

と
は
実
証
済
み
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
落

ち
葉
の
焼
却
費
も
節
減
で
き
る
た
め
、

発
酵
促
進
剤
と
し
て
落
ち
葉
な
ど
を
活

用
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
臭
気
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
し
っ
か
り
と
観
察
を
続

け
、
適
切
な
指
導
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

答　
障
害
福
祉
課
と
教
育
指
導
課
が
専

門
家
を
交
え
て
、
早
期
療
育
事
業
推
進

会
議
や
就
学
指
導
委
員
会
を
開
催
し
、

発
達
の
遅
れ
が
心
配
さ
れ
る
幼
児
や
、

こ
ど
も
園
な
ど
の
生
活
に
不
安
を
抱
え

る
幼
児
の
た
め
に
、
適
切
な
支
援
を
検

討
し
て
い
る
。

二
　
子
ど
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
制

度
の
新
設
に
つ
い
て

　
新
政
ク
ラ
ブ
　
　
　
村
上
　
　
茂

一
　
地
域
力
の
創
生
に
つ
い
て

問　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
が
進
む

中
で
、
地
域
力
や
市
民
力
の
重
要
性
が

叫
ば
れ
て
い
る
。
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
性
化
の
た
め
、
地
域
に
密
着
し
た

支
援
体
制
の
考
え
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
人
的
支
援
を
積
極
的
に
推
進
す
る

必
要
性
を
認
識
し
て
い
る
。
時
代
に
合

っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
市
民
と
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
い
く
。

二
　
建
設
事
業
に
お
け
る
国
庫
補
助
金

等
に
つ
い
て

問　
建
設
事
業
に
お
け
る
国
庫
補
助
事

　
緑
水
ク
ラ
ブ
　
　
　
高
橋
　
文
雄

一
　
農
業
振
興
に
つ
い
て
、

問　
平
成
27
年
４
月
22
日
に
施
行
さ
れ

た
都
市
農
業
振
興
基
本
法
は
、
①
税
制

上
の
措
置
な
ど
を
国
に
求
め
て
い
る
が

方
向
性
は
、
②
国
が
策
定
す
る
基
本
計

画
に
基
づ
き
、
地
方
公
共
団
体
に
地
方

計
画
を
定
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
と
し

て
い
る
が
本
市
の
考
え
は
、
ど
う
か
。

答　
①
現
段
階
で
は
措
置
の
詳
細
な
内

容
、
時
期
な
ど
は
未
定
だ
が
、
国
は
関

係
各
省
庁
が
連
携
し
て
取
り
組
む
予
定

で
あ
る
。
②
本
市
の
農
業
振
興
に
大
変

寄
与
す
る
も
の
と
考
え
る
た
め
、
今
後

の
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

要
望　
農
業
振
興
を
図
る
た
め
、
地
方

　
公
　
明
　
党
　
　
　
野
田
　
　
毅

一
　
幼
児
へ
の
よ
り
良
い
サ
ポ
ー
ト
体

制
づ
く
り
に
つ
い
て

問　
超
高
齢
社
会
を
支
え
る
仕
組
み
で

あ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
よ
う

に
、
教
育
と
障
害
福
祉
の
一
体
的
な
支

援
体
制
と
し
て
、
地
域
包
括
教
育
シ
ス

テ
ム
（
仮
称
）
の
構
築
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

向
上
す
る
が
、
開
通
に
向
け
た
今
後
の

見
通
し
は
ど
う
か
。

答　
長
年
地
権
者
間
の
交
渉
は
中
断
し

て
い
た
が
、
平
成
27
年
度
に
入
り
、
境

界
問
題
を
解
決
に
向
け
て
進
め
た
い
と

の
相
談
が
一
方
の
地
権
者
か
ら
あ
っ
た
。

こ
の
機
会
を
解
決
に
向
け
生
か
し
て
い

き
た
い
。

問　
こ
ど
も
園
に
自
閉
症
な
ど
発
達
障

害
の
疑
い
の
あ
る
幼
児
が
い
た
場
合
な

ど
、
保
護
者
の
相
談
に
対
応
す
る
た
め
、

子
ど
も
専
門
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

を
配
置
し
て
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
臨
床
心
理
士
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
巡
回
相
談
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
、
保
育
園
に
お
け

る
障
害
児
施
策
の
拡
充
を
図
る
た
め
、

関
係
部
署
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

問　
教
育
と
福
祉
の
担
当
部
署
の
垣
根

を
越
え
て
、
幼
児
・
児
童
・
生
徒
や
保

護
者
か
ら
の
多
種
多
様
な
相
談
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
し
て
は
ど
う
か
。

答　
現
在
、
こ
ど
も
若
者
相
談
担
当
が

総
合
的
な
相
談
窓
口
と
な
り
、
関
係
部

署
と
連
携
し
て
い
る
。

要
望　
県
立
秦
野
養
護
学
校
小
中
学
部

の
開
校
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
相
談
業
務
を
充
実
し
て
ほ
し
い
。

答　
現
在
、
用
地
取
得
の
進
ち
ょ
く
率

は
43
％
に
な
っ
て
お
り
、
県
と
市
で
連

携
を
図
り
、
交
渉
を
継
続
し
て
い
る
。

要
望　
駅
前
を
通
る
県
道
６
１
４
号
と

市
境
に
あ
る
東
海
大
学
前
駅
交
差
点
の

改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
用
地
取
得
に

地
権
者
の
同
意
が
得
ら
れ
な
い
状
況
で

あ
る
た
め
、
土
地
収
用
法
を
活
用
す
る

よ
う
平
塚
市
と
交
渉
し
て
ほ
し
い
。

三
　
ド
ロ
ー
ン
飛
行
使
用
制
限
の
検
討

に
つ
い
て

要
望　
国
は
航
空
法
の
改
正
を
行
う
と

の
こ
と
だ
が
、
本
市
と
し
て
市
民
の
安

心
・
安
全
が
守
ら
れ
る
よ
う
、
効
果
的

な
対
応
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

て
お
り
、
学
校
ト
イ
レ
に
温
水
洗
浄
便

座
を
設
置
す
る
こ
と
は
、
時
代
の
要
請

で
も
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
学
校
ト
イ
レ
に
は
、
来
賓
用
の
ト

イ
レ
の
一
部
に
温
水
洗
浄
便
座
を
設
置

し
て
い
る
が
、
児
童
・
生
徒
用
ト
イ
レ

は
、
洋
式
便
座
の
普
及
率
が
低
い
学
校

も
あ
り
、
現
在
、
和
式
便
座
か
ら
洋
式

便
座
へ
の
改
修
を
行
っ
て
い
る
。
学
校

ト
イ
レ
の
洋
式
化
や
温
水
洗
浄
便
座
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
衛
生
的
で
快
適
な

学
習
環
境
の
向
上
と
い
う
視
点
に
立
ち
、

計
画
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
新
政
ク
ラ
ブ
　
　
　
髙
橋
　
照
雄

一
　
東
海
大
学
前
駅
南
口
の
交
番
移
転

に
つ
い
て

問　
交
番
の
移
転
に
向
け
て
県
と
調
整

し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
現
在
の
状

況
は
ど
の
よ
う
か
。

答　
駅
前
広
場
の
中
に
移
転
す
る
こ
と

に
な
る
た
め
、
目
的
外
使
用
な
ど
の
手

続
き
に
つ
い
て
、
県
と
調
整
し
て
い
る
。

二
　
東
海
大
学
前
駅
周
辺
の
道
路
整
備

つ
い
て

問　
東
海
大
学
近
道
商
店
街
南
側
の
エ

ス
カ
レ
ー
タ
ー
設
置
と
そ
の
上
側
の
市

道
４
３
４
号
の
改
良
事
業
に
つ
い
て
、

整
備
は
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

答　
平
成
28
年
度
に
２
人
乗
り
の
エ
ス

カ
レ
ー
タ
ー
と
幅
員
４
㍍
の
階
段
の
整

備
を
行
い
、
29
年
度
に
市
道
４
３
４
号

線
を
幅
員
６
㍍
、
路
側
を
緑
色
の
イ
メ

ー
ジ
歩
道
に
整
備
す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
県
道
６
１
３
号
の
さ
な
だ
幼
稚
園

前
の
交
差
点
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
進

ち
ょ
く
状
況
は
ど
の
よ
う
か
。

　
民
　
政
　
会
　
　
　
和
田
　
厚
行

一
　
熊
野
神
社
（
菖
蒲
）
周
辺
の
災
害

対
策
に
つ
い
て

問　
熊
野
神
社
周
辺
の
斜
面
は
急
傾
斜

地
が
続
い
て
お
り
、
崩
壊
に
よ
る
土
砂

災
害
な
ど
を
懸
念
し
て
い
る
。
こ
の
区

域
の
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

答　
こ
の
区
域
は
、
高
さ
約
４
㍍
か
ら

９
㍍
、
延
長
約
１
５
０
㍍
の
傾
斜
地
と

な
っ
て
お
り
、
民
地
に
つ
い
て
は
、
県

が
急
傾
斜
地
法
に
基
づ
く
区
域
指
定
を

行
い
、
防
災
工
事
を
す
る
こ
と
に
な
る
。

現
在
、
県
が
現
地
調
査
を
実
施
し
、
区

域
指
定
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
、

調
査
結
果
を
踏
ま
え
、
区
域
指
定
の
上
、

防
災
工
事
が
実
施
で
き
る
よ
う
県
と
調

整
し
て
い
き
た
い
。

二
　
学
校
ト
イ
レ
の
快
適
化
に
つ
い
て

問　
快
適
な
学
習
環
境
の
確
保
に
つ
い

て
は
、
平
成
26
年
度
に
、
す
べ
て
の
小

・
中
学
校
の
普
通
教
室
等
に
空
調
設
備

を
整
備
す
る
な
ど
計
画
的
に
整
備
・
改

修
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
、
各
家
庭
の

ト
イ
レ
に
は
温
水
洗
浄
便
座
が
普
及
し

安
心
・
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

崩
壊
等
の
危
険
が
あ
る
急
傾
斜
地
の

災
害
対
策
に
取
り
組
め

教
育
と
福
祉
が
一
体
化
し
た

相
談
体
制
を
確
立
せ
よ

都
市
農
業
振
興
と

南
地
区
の
臭
気
問
題
に
つ
い
て

幼児のサポート体制の充実を

熊野神社周辺の災害対策を強化せよ

積極的な農業振興施策を展開せよ

エスカレーター設置の進ちょくは

水無川右岸線開通の状況は

議 会 の う ご き
○５月
	 15日（金）	・代表者会議
		 ・議員連絡会
		 ・議会活性化特別委員会
	 16日（土）	・第４回議会報告会
	 28日（木）	・議会運営委員会
		 ・代表者会議
○６月
	 ２日（火）	・市議会第２回定例会開会【傍聴者3人】
		 ・代表者会議
	 ４日（木）	・本会議（議案審議）
		 ・議会運営委員会
	 ５日（金）	・本会議（一般質問）	【傍聴者23人】
	 ８日（月）	・本会議（一般質問）	【傍聴者15人】
	 ９日（火）	・本会議（一般質問）	【傍聴者30人】
		 ・代表者会議
	 10日（水）	・総務常任委員会	 【傍聴者6人】
	 11日（木）	・文教福祉常任委員会	【傍聴者7人】
	 12日（金）	・環境産業常任委員会	【傍聴者2人】
	 15日（月）	・都市建設常任委員会	【現地調査】
	 17日（水）	・議会活性化特別委員会【傍聴者1人】
	 22日（月）	・議会運営委員会
		 ・市議会第２回定例会閉会【傍聴者18人】
		 ・代表者会議
		 ・議会運営委員会
		 ・議会報編集委員会
○７月
	 １日（水）	・秦野市伊勢原市環境衛生組合議会第２回定例会
	 16日（木）	・代表者会議
		 ・議員連絡会
	 31日（金）	・議会報編集委員会　

一
般
質
問
一
般
質
問
は
２
面
・

３
面
・
７
面
に
も
掲
載

（

）


